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実験室内におけるTripteroid.es bambusa yaeyamensis

抱卵蚊の色に対する反応

当間　孝子　　宮城　一郎

琉球大学医学部保健生物学教室

は　じ　め　に

蚊の幼虫が発生する水城は種類によってある

程度走っている.例えばヒトスジシマカAe.

albopictus　とネッタイイエカ　Cx. pipiens

quinquefasc由twは沖縄においては人家周辺に普

通に生息す畠蚊であるが,幼虫の発生水城は異

なっており,前者は空缶,壷などの人工容器

に比較的きれいな天水がたまった場合に発生

しチ)後者は排水溝等の汚水に発生する.これは

成虫の産卵場所の選択習性によるものである.

抱卵蚊がどのような要因によって産卵場所を選

択するかは生態学的に興味ある問題であり,そ

の解明は病原伝搬蚊の駆除対策の基礎的な資料

につながる重要なことである.

蚊の産卵場所の選択に関与する環境因子とし

ては,温度,光,色,湿度,材質,(発生する容

器)など物理的要因2ト7)と,発生する水城の水質,

フェロモンなどの化学的要因7ト10)があげられ,

種々の蚊で研究がなされている.

キンパラナガ-シカTnpterotdes bambusa

は昼間活動性で,自然界での主な発生水城は古

い竹の切株で,人工容器(空缶など),樹洞にも

発生するが,いずれも直射日光の当らない比較

的小さな水溜りに限られている.実験室内にお

いて,本種は色のついた容器に好んで産卵する

ことがMiyagi12)により報告されている.また,

他の蚊Ae. polynesiensisにおいては白,澄に

比べ,茶および緑の紙に多く産卵がみられヲ> Ae.

kexodontusとAe. aegypti¥こおいては,明るい

色より暗い色を好む3)ことが報告されている.

これまでの報告は色相についてのみであった

が1,本報ではキンパラナカツ＼シカの亜種Tnpteroides

bambusa yaeyame乃蕗抱卵蚊の色-の誘引をよ

り明確にするため,色紙の色相,明度,彩度を

変えて調べ, 2, 3の興味ある事実を観察した

ので報告する.

材料および方法

実験には当教室で累代している与那国産の

Tp. b. yaeyamensisを用い皐.温度25℃,湿度

85%, 16時間照明(30分薄明薄暮)にコントロ

ールされたバイオトロンの中で幼虫をコネクシ

ョンケージ11)を用いて飼育し,羽化後7日目に

ネンプタールで麻酔したマウスを約-時間吸血

させた.充分吸血した成虫雌は別のケージ(20

×20×30cm)に移し　7-10日後,産卵できる

状態になった抱卵雌を1回の実験につき25個体

ずつ用いた.抱卵蚊は縦60,横30,奥行60cmの

白色メッシュの布製大ケージの中に入れ,温度

27-29℃,湿度65-70%,窓側の自然光下で色

に対する反応を調べた.

種々の色に対する抱卵蚊の反応の度合は,有

彩色の純色赤,赤燈,黄,緑,育,紫と,それ

ぞれの純色の明度と彩度を変えた24種類,無彩

色(黒,灰,白)の10種類の7.5×7.5cmの色紙

をそれぞれ大ケージの中に入れ,照度400-700

Lux下で, 3分間に誘引された蚊の平均数およ

び標準偏差値で示した.

色に誘引された抱卵蚊の産卵状況を調べるた

め, ・赤,白,黒色の容器で水(10ml)の入った

ものと,同色の水の入ってない容器を大ケージ

の中に入れ,照度400-700Lux下で, 2時間産

卵させ,産卵数を比較した.産卵用の容器(直

経4.5cm,高さ7.5cm)は透明プラスチック容器
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(直経4.5cm,高さ1.0cm)に3色,赤(明度

45.2),白(明度91.2),黒(明度21.4)の紙を底

面と側面に巻いて作った.

色紙の色は日本電色工業の色差計で測定した.

色差計のL値を明度として表わし, L値が大き

いと明度が高く, L値が小さいと明度が低いこ

とを表わす.また,色差計のa,b値をJ才子許

の式で計算し,その値を彩度として表わした.

数値が大きいと彩度が高く,小さいと彩度が低

いことを示す.色相はl/b-tanβで表わし, βが

小さいと赤系統の色を示し, Oが900に近づくと

責, 180。に近づくと緑, 270。に近づくと青,栄

系統の色を示す.

結　　　　　果

1.有彩色の鈍色と無彩色に対する抱卵蚊の反応

有彩色の鈍色赤,赤燈,黄,線,育,紫と無

彩色の黒と白の色紙を用いて,それぞれの色に

対する抱卵蚊の反応を調べた.その結果をTable

lに示した.もっとも多くの抱卵蚊を誘引した

のは明度の低い黒で, 3分間に平均45.1個体が

誘引され,つづいて赤に多く,平均8.6個体であ

ったが,圧到的に黒が多かった.赤燈,育,栄

にも個体数は少ないが誘引され,紫は青,赤燈

より多かった.一方,明度の高い黄,緑,白に

はまったく反応を示さなかった.

2.有彩色の明度,彩度の違いによる抱卵蚊の

反応

有彩色の純色赤,赤燈,黄,緑,育,紫の明

度と彩度を変えて抱卵蚊の反応を調べ,その結

果をFig.lA-Fに示した.

赤,赤燈:純色赤は明度45.1で3分間に9個

体の抱卵蚊を誘引したが,明度を38.5に低くす

ると誘引個体数が増し, 12個体になった.逆に

明度を76.8と高くすると抱卵蚊はまったく誘引

されなくなった.赤燈(明度55.1)においても

同様なことが言える.しかし,明度38.5と36.7

の赤における誘引数は逆転し,明度の低い色で

誘引数が減少した.これらの色は彩度に違いが

あり,赤系統の色においては,明度とともに彩

度も抱卵蚊の反応に影響を及ぼしている(Fig.

1A, B).

黄,緑,育:鈍色黄(明度　84.9),緑(明度,

51.4)ではまったく反応を示さなかったが,明

度を黄で34.6,線で27.4にすると,それぞれ3,

5個体の抱卵蚊が誘引された.明度を高くする

と鈍色と同様,まったく抱卵蚊は反応を示さな

かった(Fig. 1C, D).青の純色(明度, 33.3)

では3分間に1個体が誘引されたが,明度を25.7

にすると3個体が誘引され,明度を高くすると

抱卵蚊はまったく反応を示さなかった(Fig.lE).

黄,緑,青は明度,彩度を変えても,赤系統の

色より誘引される抱卵蚊の個体数は少ない.

紫:純色(明度33.3,彩度77.7)とほぼ同じ

明度で,彩度が低くなると誘引蚊数は5個体か

ら2個体に減少した.しかし,明度27.8,彩度

37.4の色では抱卵蚊の誘引個体数は増加し9個

体であった.紫は赤系統についで抱卵蚊が多く

誘引され,明度とともに彩度も誘引に関係して

いる(Fig. IF.

3.無彩色の明度の違いによる抱卵蚊の反応

無彩色を9段階の明度に区分し抱卵蚊の反応

を調べた(Table2).もっとも明度の低い黒(明

度18.8)にもっとも強い反応を示し, 3分間で

平均27.3個体の抱卵蚊が誘引されたが,明度が

高くなるにつれて誘引数が減少し,明度が79.1

以上になると抱卵蚊はまったく反応を示さなく

なった.

4.色に誘引された蚊の産卵状況

自然光下で,赤,白,黒の色紙を巻いた水の

入った容器と水の入ってない容器への抱卵蚊の

産卵状況はTable3に示した.水の入ってない容

器にはいずれの色でも産卵はみられず,もっと

も多く産卵がみられたのは黒色の水の入った容

器であった(平均388.0卵).水の入った赤い容器

にも118.5卵があり,白い容器には水があっても

まったく産卵されなかった.

考　　　　　察

キンパラナガ-シカは自然界では人・家畜血

に対する噂好性が低く,現在のところ病原体の

伝搬も確認されていないことからほとんど注目
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Table 2. Number of mosquitoes, Trtpteroides b. yaeyame硲ts attracted to various achromatic

color papers.

Brightness of

achromatic color paper
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2.7　+ 1.2

12.014・1

27.3　+　4.1

1) Brightness means L value measured by using color meter.

2) Average number and S. D. of gravid females attracted to color papers per 3 minutes.

Table 3. Number of eggs oviposited by Tripteroides b. yaeyamensis in different color oviposition

containers.

Test No-
No. of eggs oviposited

1　　　　　　2　　　　　3　　　　　　4

Average No.

Container

Wlth water

Color (Brightness)

Red　(45.2)　　　　204　　　　90　　　100　　　80　　　　118.5　+　49.9

wh土te(91.2)

Black(21.4)　　　　400　　　425　　　335　　　392　　　　　388.0　+　32.9

Without water

Red　(45.2)

White(91.2

Black(21.4)

0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　0

0　　　　　　0　　　　。0　　　　　0

0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　0

1) Average number and S. D. of eggs oviposited per 2 hours.
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されていない.しかし,本種はSabethini族の

原始的な蚊で,その特異的な形態,生態,分布

は蚊の進化を考える上で非常に興味ある資料を

提供しており㌘ト14)その産卵習性の解明は,より

高等な病原伝播蚊の産卵習性を理解する上で重

要と考えられる.

本実験では与那国産のTp. b. yaeya〝好nsis

の産卵習性を知るため,色に対する抱卵蚊の反

応を色相,明度,彩度の異なる色紙を用いて自

然光下で調べた.その結果,有彩色の純色赤,

赤燈,黄,緑,育,紫と無彩色の白と黒のうち,

もっとも多くの抱卵蚊を誘引したのは黒,つづ

いて赤で,黄,緑,白に対してはまったく反応

を示さなかった.しかし,反応を示さなかった

有彩色でも明度を低くすると抱卵蚊は反応を示

すようになり,さらに無彩色の明度を変えた実

験では,もっとも明度の低い黒にもっとも多く

誘引され,明度が高くなるにつれて減少した.

これらの結果から抱卵蚊の反応には,明度が大

きく関与していることがわかる.なお,赤系疏

の色においては,産卵誘引には明度ばかりでな

く彩度の関与も示唆する結果が得られており,

彩度に関しては,とくに赤系統の色でさらに詳

しく検討する必要がある.一方,純色赤よりも

明度の低い純色青,紫は赤より少ない誘引数を

示したが,育,紫の色相が誘引に関与している

と考える.

抱卵蚊をもっとも多く誘引した黒,つづいて

多かった赤,まったくなかった白い紙を巻いた

3種類の産卵容器への抱卵蚊の産卵は,水の入

ってない赤,白,黒の容器にはまったくみられ

ず,水の入っている容器には,黒でもっとも多

く,つづいて赤に多く,白にはまったくみられ

ない.このことは,キンパラナガ-シカ抱卵蚊

は,まず色に誘引され,つぎに容器中の水を感

知し,産卵がおこることがわかる.

これまで,昼間活動性の蚊の産卵と色に関し

た報告2,3,12)はいずれも色相との関係についての

み述べているが,本実験の結果から推測して星

間活動性の蚊は産卵に降し,まず明度の低い色

に誘引されるものと考える.これに反して,夜

間活動性の蚊,コがタアカイエカやネッタイイ

エカなどの産卵場所への誘引は水城の明度とは

まったく関係なく,水域にとけこんでい・b化学

物質がもっとも重要な誘引要因となる7-10)

キンパラナガ-シカ幼虫が自然界で好んで発

生する古い竹の切株は黒褐色であり,同じ竹の

切株でも新しい生の竹切株(外側は緑で内側は

白色)には本種はほとんど発生しない.なぜ,

古い竹切株に本桂が発生するのか.今回の実験

結果から本種は黒褐色の竹の切株に誘引され,

産卵行動が誘発されることが推定されるが,自

然界では単に色ばかりでなく,他の要因も複雑に

関与していることは明らかである.今後,野外

で本種の産卵場所の選択要因について,色のみ

ならず,発生水城の物理的,化学的要因,とく

に水質に関して調査したい.

ま　と　め

沖縄,与那国島産のキンパラナガ-シカの亜

種Tnpteroides bambusa yaeya仰那is (与那

国塵)を用いて色に対する抱卵蚊の反応を室温

27-29℃ ,照度400 - 700Luxの自然光下で調べた.

1.有彩色の鈍色赤,赤燈,黄,緑,育,紫と

無彩色の白,黒のうち,もっとも多くの抱卵蚊

を誘引したのは黒で,つづいて赤で多く,黄,

緑,白に対してはまったく反応を示さなかった.

反応のなかった有彩色でも明度を低くすると抱

卵蚊は反応した.赤系統の色に対する抱卵蚊の反

応は明度とともに彩度も関係しているようである.

2.無彩色においては,もっとも明度の低い黒

に多く抱卵蚊が誘引.され,明度が高くなるにつ

れて誘引数が減少した.

3.赤,白,黒の紙を巻いた水の入ってない容

器へは産卵はなく,水の入った春野-の抱卵蚊

の産卵は,黒においてもっとも多かった.

以上のことから,自然界で主に古い竹の切株に

発生しているキンパラナガ-シカは,まず,明

度の低い竹切株の黒褐色に誘引され,産卵行動

が誘発されるものと思われる.

稿を閉じるに当り,ご指導をいただいた鹿児

島大学医学部医動物学教室佐藤淳夫教授,なら

びに,明度,彩度等の測定にご協力下さった沖
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Effect of Color on Oviposition of Tripteroides

bambusa yaeyame舶is in the Laboratory

Takako Toma and Ichiro Miyagi

Laboratory of Medical Zoology, School of Helth Sciences, Faculty of Medicine

University of the Ryukyus
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In order to clarify the effect of different colors on the oviposition of Tripteroides bambusa,

yaeyamensis , a few experiments were made under the laboratory conditions with natural illumira・

tion of　400　to　700 luxes and room temperature ranging from　27　to　29。C. The results are

summarized as follows: Among various color papers (7.5　×　7.5 cm), i. e. the chromatic pure red

(brightness　45.1), orange (55.1), yellow(84.9), green (51.4), blue (33.3) and purple (33.3), and the

achromatic white (brightness 91.2) and black (21.4) placed in the rearing cage (30 ×　60　× 60 cm),

the colors with low brightness, black and red, were more attractive for the gravid females. The

colors with high brightness, yellow, green and white, did not attract the gravid female at all.

However, the gravid females became to attract these colors in proportion to low brightness. The

response of the gravid females for red color had a tendency to be attracted by not only the

brightness but also the chroma. In the achromatic colors, white and black, the gravid females were

attracted as the brightness was made high. The gravid females were primarily attracted to low

brightness container and laid eggs after the female recognize water in the container.


